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【研究の背景・目的・内容】 

子どもたちを取り巻く環境は、体力・運動能力に大きな影響を及ぼすことが明らかになっている。本研究で

は、国内大都市における保育所・こども園について、施設の物的環境が子どもたちの運動遊びに及ぼす影響を

明らかにすることを目的とした。国内大都市の保育所およびこども園（北九州市、福岡市、広島市、大阪市、神戸

市、京都市、名古屋市、横浜市、川崎市、東京23区、千葉市、さいたま市、仙台市、札幌市、計1957園）へ調査用

紙を郵送し、回答を依頼した．保育施設敷地内の屋外遊戯場面積や、園庭の地面の素材、大型遊具の設置状況や

園庭に備えてある遊具等、屋外の運動遊びに関わる物的環境に関する複数の質問項目と、子どもたちの運動遊

びの現状を問う質問項目について回答してもらった結果、子どもの運動遊びの充実（十分な環境・時間）には、園

庭の広さや遊具の充実が影響を及ぼすことが示された。低年齢児を預かる保育施設では、園庭へのアクセスの

良さが大切な要因でもあった。保育施設の環境の充実は、運動遊びが自由遊びの時間に展開されることにもつ

ながり、子どもの育ちを支えるものになると考えられる。 

 

【応用例、研究の展望】 

  上記の研究成果より、園庭へのアクセスの良さが子どもたちの運動遊びを豊かにする大きな要因になって

いることが示され、保育施設の今後益々の充実が望まれるが、特に大都市では園庭確保の困難さから、今後も

接地性のないテラス型園庭等もさらに増加すると予想される。園庭へのアクセス条件が良くない場合に、物理

的・人的な環境をどのように整えることで運動遊びの充実を担保できるか、子どもの運動を引き出す魅力的な

環境とは何か。 

 

【研究方法の特色】 

・研究設備：三次元動作解析ソフトウェア、姿勢分析ソフトウェアを用いた分析が可能。 
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